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 要  旨 
 近年、真空紫領域（VUV）のコヒーレントな光源はフォトリソグラフィーや超高分解能光電子
分光法などに必要とされている。そのため、真空紫外領域のコヒーレント光源の位置づけはます
ます高いものとなっている。VUVの発生にはエキシマレーザーや非線形結晶を用いた和周波発生
（SFG）が一般的であった。しかし、この SFG には複数の光源、結晶が必要であるなど問題点
がある。そこで、新たに開発された VUV領域で第二高調波発生（SHG）が可能な非線形結晶 KBBF
（KBe2BO3F2）を用いた VUV光源の高出力化、波長拡大が注目されている。本研究は同波長域
の新たな光源として、LBO（LiB3O5）結晶、KBBF結晶を用いた 2段階の SHGによりシンプル
なシステムで準連続 VUVの光源開発を行う。 
また、各波長変換段での高効率波長変換による高出力発生を目指して実験を行った。そのため、
基本光源にはモード同期チタンサファイアレーザーを、また各波長変換段には外部共振器を構築
した。LBO結晶を用いた第 1段外部共振器では、入力 1.8 Wに対して最大出力 1.1 WのUV（399 
nm）を得ることができた。しかし、LBO結晶から出た UV はウォークオフが原因でビーム径に
不均一性が現れる。そのため、不均一性を 2枚のシリンドリカルレンズにより補正しほぼ 1対 1
のコリメート光を得た。第 2段外部共振器を構築するための指標を得るために、補正したUVを
KBBF結晶に入射しシングルパス波長変換を行い、その変換係数を 0.02 W-1と推定した。これに
より、第 2段外部共振器を構築し、VUVの高効率発生実験を行った。UV入力 790 mWのとき、
最大で 60 mWの準連続 VUVを得ることができた（変換効率：7.6 %）。また、エンハンスは 2.2
と推定することができた。シングルパスの波長変換は入力UV1.1 Wに対して 24.5 mWの準連続
VUVを発生させたが（変換効率：2.2 %）、これを大きく上回る高効率発生ができたことを確認で
きた。またさらに、UV入力 620 mWのとき、入力に対して最も良い変換効率が得られた。この
結果より推定できたエンハンスをもとに計算すると、仮に最大UV入力 1.1 Wを入射したなら、
最大で 121 mWの準連続 VUVの発生が期待できることもわかった。 
 今後は外部共振器のモードマッチングなどの調整をさらに行い、準連続 VUV 光源のさらなる
高効率発生、高出力発生を目指す。 
 
